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国道349号

▽  36.9m

令和元年
台風第19号
浸水時水位
▽41.2m

山側への別ルート
（トンネル部）

阿武隈川

▽　54.4m

凡例

現道

事業中

浸水範囲

被災箇所

曲率R=60以下（急カーブ）

幅員5.5m 未満区間

山側への別ルート 6.0km

整備断面②

完成イメージ③

整備断面③
整備断面①

阿武隈川

国道349号

山側への別ルート
（橋梁部）

▽  36.5m

▽    54.0m
令和元年
台風第19号
浸水時水位
▽38.3m

国道349号

山側への別ルート
（土工部）

阿武隈川

令和元年
台風第19号
浸水時水位
▽38.2m

▽  33.8m

▽　47.5m

現道活用区間

完成イメージ①

完成イメージ②

整備断面① トンネル部

整備断面③ 土工部(明り部)

交通安全性の向上

完全2車線整備により、幅員狭小箇所は解消
⇒幅員は7.5mとなり幅員狭小箇所は解消、
規制速度を満足しない線形不良箇所も解消
され、交通安全性が向上

異常気象時の道路冠水の回避

山側への別ルートは、高台へ整備
⇒盛土・橋梁整備により、道路冠水を回避
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土砂災害等に対する安全性の向上

山地部はトンネルにて整備 
⇒落石・崩壊箇所や土石流危険箇所は、
トンネル整備（3区間、合計3.8km）により
土砂災害等に対する安全性が向上
異常気象時の通行規制が解消

山側への別ルート完成イメージ

完成イメージ③:(仮)第3号トンネル

 完成イメージ①:(仮)第2号橋

山側への別ルートによる整備効果
　山側への別ルートで本復旧を進めることにより、国道349号が抱えて
いる交通の安全性、土砂災害等に対する安全性、異常気象時の道路冠水
の課題が解消されます。

完成イメージ②:土工部

山側への別ルート概要

整備断面計画

縦断計画

平面計画

整備断面② 橋梁部
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町道舘川前線町道沼滝ノ上線町道八巻矢城線町道高原線町道土巻線町道茗茄沢線

山側への別ルート

浸水時水位

現道
県道川前白石線

1.2％ 1.1％

・路　線　名
・起　　　点

・終　　　点

・計 画 延 長

・計画交通量
・道 路 規 格
・設 計 速 度
・車　線　数

：国道349号
：宮城県伊具郡
 丸森町耕野不動
：宮城県伊具郡
 丸森町大張川張
：L=6.0km
 （現道延長 L=約8km）
：1,700台/日
：第3種第3級
：V=50km/h
：2車線

標準断面図
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山側への別ルート整備計画
　特に被害が大きく、抱えている課題も大きい約8kmの区間は、課題解消のため山側への別ルートで本復旧を進めま
す。山側への別ルートは、山地部をトンネルで整備し、平地部は橋梁・盛土により高台へ整備することで安全安心なル
ートを確保できるよう計画しています。

山側への別ルート
盛土・橋梁整備により、道路冠水を回避


